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　The 　way 　in　which 　people　evaluate 　clothing 　is　greatly　influenced　by　the　composite 　elements
obtained 丘om 　both　the　speci丘c　clQthing 　itself　and 　the　various 　background　setdngs 　in　which 　it　is
wom ．　In　this　study 　the　in且uence 　and 　interrelationship　betWeen　5　different　types　of　clothing 　and 　3
spec迅c　setdngs 　（library，　in　town，　indoors） were 　investigated　by　using 　computer 　graphic
techniques．　The　Correlation　Coedicient　f｛）r　each 　item　was 　ol）tained　fbr　10　pairs　of　adjec 廿ves 　by









　Regarding　the　clothing 　evaluation 　elements 　which 　most 　innuenced　the　choice 　of　clothing 　itself








were 　both　o臘 ned 　at　i齟 uence 　levels　of　1％

































was 　con 且  ed 　to　in且uence 　the　bac  round 　se 丗ng
the　most ．
1． 緒言
　日常生活に お い て 、ある人 が ある場面で 着て い る衣服 が評価 される とき、そ の 衣服の 色 ・柄
と形態が主 と して その評価に影響す るが 、その 着用者の 特性 、 着用場面も複合 して その 評価に
作用 して い る。こ の た め、服装評価 にお い て は、衣服の 特性 とと もに衣服の 特性 と着用者の 特
性によ る相互作用、衣服の 特性 と着用場面の 相互作用に よる影響 も検討す る必要が ある。
　前者の 相互作用 は
一般 に 「似合 う／似合わな い 」 と い う観点か ら評価 されてお り、衣服の色
と着用者 の 肌色 や髪の 色、衣服の 形態 と着 用者の 髪型や顔型 と の 適合 な どに つ い て 検討 されて
い る。1）後者の 相互作用で あ る衣服の 特性 と着用場 面の 相互作用 につ い て は 、 山本 らに よる検
討
2＞ と内田 の 報告3＞ に み られる 。 山本 らは衣服 を構成する色、形態 、着用場面 を独立変数 と し、
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こ れ らの 変数が 嘩独あ る い は複合 して 服装評価 に どの ように影響す るか を測定 して い る。内出
は 「場」 を生活空隧の 視点か ら服装と場の 適合性に つ い て検討 して い る．、
　本研究 で は、巌装評儲 に 及ぼ す衣服 と着照場 露の 影響及び衣服 と着罵場面の橲 厚卒瑚ゴの 影響
を換討 し た 、試料 と しで罵 い た衣 1熱 まス …ツ か らパ ン ツ まで数種 を選定 し、これ らの 衣服が着
剛 されて い る献態の 服装写真の 背景を変 えた もの を提示試料 として用い た．背景 を変 え る こと
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山本 ：服装の 評価 に及 ぼ す提示試料 の 背景の 影響
2 ． 方法
　 2 ．1　 提示試料 の 材料
　背景の 選定 に は、基準とな る無背景と 日々 の 生活環境の 巾で撮影 した もの の 中か ら異な る A
「図書館」、B 「街中」、　C 「室 内」の 場面をそれぞれ 1点ず つ 選定 し た。それ を図1に示す 。 服
装評定に用 い た服装は 、 学牛 達が よく読ん で い る フ ァ ッ シ ョ ン雑誌『JJ』1995年 11号、『S。en 』1995
年 1／号や 通信販売の カ タ ロ グ ニニ ッ セ ン」 1995秋号か ら日常着 られ るような もの を服種 、デ ザ
イ ン 、色・柄な どが偏らな い ように予備実験に よ っ て 5 種類の 服装 を選定 し 、 カ ラース キ ャ ナ ー
を用 い て 入 力し、基準とな る無背景の 両像を作成 した 。 服装の 種類 を図 2 に、それ ら服装の 特
徴 を表 1に示す。
表
一1　 5 種類の服装 の 特徴
S皿 pbND ． Fea加【じ Sou に 巳
C ［。 thlng　type 玉
　　　　　一
Bolgc　taLlored・ooUar 　suit 〔dark　hrしル ヤ11　upper 　coHar ，mmL −
sk 旧 ）
み湖ツノ（L996）
CI・thh・9 昏 P 。2Black 　taLbrcd　b且azer　wlth 　bo艮9Q　panLs JJ 〔D り5）







Cb 匸Lur唱 」ンpc斗 R巳dJaoket〔brown　3hlr匚匸【｝11随1 巨nd 　cuifs ）三田d　bruv川 d旧 ．




Pご Li呂11L　PLL甲 lc　b 【lg　kヒut 巳nS δnLbl じ｛己rcs5 　a且1d じar由gan ｝廿 So・じ【1（199 
　 2 ．2　 提示試料の 作成
　 3種類 の 背景画像の 任意な場所に服装の み に
分離 した画像を貼 りつ けて 合成画像 を作成 した。
試料は 背景 A 「図書館」、背景 B 「街 中」、背景
C 「室内」 と 5種類の 無背景の服装それ ぞれ と
の 合成画像の 20種類 をた て 15セ ン チ、よこ 10セ
ン チ の プ リ ン ト写真を作成 しk ，図 3 は 「街巾」
に お ける服装 5の 合成像を例と して示 した 。
　な お 、合 成画 像処 理 に は ATD （APPAREL
TOTAL 　DESIGN ）（株式会社 島精機製作所）を
使用 した。
図
一3　 背景 と服 装の 合 成 画 像 の 例
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　 2 ．3　 評定尺度
　SD 法に よ っ て 服装の評定 を行 うの に適 当と思われ る形容詞は 、これ まで 多 くの SD 法の 結果
の 因子分析 に よ っ て力量性、評価性、活動性の 3因子が 見い だ されて い るので
4） それ らの 因子
を含む尺度 を予備実験に よ っ て 、派手な／地味 な、大胆 な／繊細な、に ぎや か な／落ち着い た、
個性的な／平凡 な 、 す っ き りした／ご て ごて し た、フ ァ ッ シ ョ ナブ ル な／オ
ーソ ド ッ ク ス な 、
洗練 された／やぼ っ た い 、上品な／下品な 、若々 しい ／大人 っ ぽ い 、フ ォ
ー
マ ル な／カ ジ ュ ア
ル なの 10対の 形容詞 を選定 し、非常に 、 か な り、 や や 、 どちら で もな い 、やや 、か な り、非常
に の 7段階評定の尺度と した。5）
　 2 ．4　 調査
1998年 11月に近畿に在住 の 女子短 大生 140名 を評定者 と して調査を実施した 。
評定者の 判定の 再現性 を確認するた め に 2回の 評定 を行 っ た。
　まず、提示試料の 20枚の服装写真をセ ッ トに して配布 し、各評定者が ラ ン ダ ム に重ねて上か
ら順に 1枚ずつ 評定 し、 1週間後 に もう
一
度 同様 の 調査を行 っ た 。
　 2 ．5　 分析
　各段階評定 に 1 − 7 の 得点を与え 、140名の 評定者の 1回 目と 2 回 目の 評定結果の 相 関係数
を求め た 。 こ れ ら10対の 形容詞 に つ い て 服装ごと に 平均値を求め て 、イ メ
ージ プ ロ フ ィ ール を
描 い て その 服装の イメ ージ を明 らか に した
6）　 7）
。 形容詞 10対の 各尺度間の 相 関係数か ら、 3種
類の異な る背景を持 つ 服装 を評価する主要 な要素を求めた 。次に第 1の 要素、第 2の要素の評
価 に 及ぼす服装 と背景の 影響を二 元配置分散分析に よっ て検討 し た。さらに第 1要素 を横軸に、
第 2要素を縦軸に と り、その次元上に無背景 と各背景 の 服装の 平均値 を服装別に プ ロ ッ トして 、
同じ服装が背景 が異 なるこ とに よ っ て服装評価が どの よ うに変化するか を検討 した。
　なお統計処理 には統計解析パ ッ ケージ SPSS を使用 し た。
3． 結果および考察
　 3 ．1　 評定者の 判定の信頼度
　140名の 評定者 の 1回 目と 2 回目の 評定結果の 相関係数 を求め た結果、
− 0．055〜0．858に分布
し、平均 は0．634で あ っ た 。 有意基準をO．4以上 と して 、− O．055− O．385に分布す る 5 デ ータ ーは
統計的に有意で な い もの と して 省 き、有意なデ
ータ ー数 を135と した 。 相関係数の平均は 0．649、
標準偏差 は0．10で あっ た。ヒ ス トグ ラ ム に表 した もの を図 4 に示す 。
3．2　 各服装の イ メ ージプ ロ フ ィ ール
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図
一4　 再現性の 高い 評 定者 の 相関係数
　無背景の 服装と 3種類の 背景 をともな っ た服装の 評定平均値 を もとに服装ごとの イメ ージプ
ロ フ ィ
ール を描い てみ る と、服装の みの 評価 に対 して 背景が加わ る こ とによ り、服装 2 を除 く
他の 服装 に つ い て は服装イ メ
ー
ジ に か な りの 変化がみ られ た 。 服装 1の それが 図 5で ある。
各服装の 主な特徴をみ る と
く服装 1＞は、すっ き りして い て 繊細で 、オー ソ ド ッ ク ス で フ ォ ーマ ル な感 じ の 落ち着きの あ
る、か な り L品で あるが平凡 な服装で あ る と評価 し た が 、「室内」を背景にす るとよ りす っ き
りと繊細 で洗練 され た落 ち着 きの ある方へ 評価が変化 した 。 「図書館」 と 「街中」を背景に し
た と きの 変化は 、「街中」の や ぼ っ た い 方に 変化 した以外は よ く似た変化 を示 し た 。 ごて ごて
とに ぎや か で 下品で個性的な方へ 変化 した 。 服の 色 が ベ ージ ュ とい う中間色で 顔 、髪型等か ら
も平凡で あるが全般的 に好意的に評価 して い る c
＜服装 2＞は 、か な り大人 っ ぼ く落 ち着 い て⊥品な服装だ と評価 し た が 、「図書館」で は派手 、
に ぎや か 、 ド品 な方へ 、「街中」で は若々 し い 、カ ジ ュ ァ ル 、 洗練 した 方へ 変化 し た。「室内」
で は洗練 された方 へ やや変化 した以外は変化が小 さく、こ の 服装は 背景に は大 き く影響を受 け
ない 服装だ と評価 した、
〈服装 3 ＞は、ごて ごて とか な り派 于で 、大胆で に ぎや か な 、下品で個性的な服装だと評価 し
た。「図書館」 を背景にする と、よ りごて ごて 、大胆、や ぼ っ た い 、 ド品な服装 イメ ージ に 人
き く変化 し た 。 背景が 「街中」と 「室 内」は 「図書館」 と同 じ方向へ の変化で あ るが そ の 変化
はノ亅丶さい 。
＜服装 4 ＞は、ご て ご て と派手で に ぎや か 、個性的で や や フ ァ ッ シ ョ ナ ブ ル な服装 だと評価 し
た 。 背景が 「図書館」で は大人 っ ぽ い が下品 の 方 へ かな り変化 し、派手で大胆、や ぼ っ た い の
方へ 変化 し た。背景が 「街中」で はす っ きりと落ち着きが増 した 。 「室内」を背景 とす るとすっ
き りと落 ち着 きの 方 へ 大 きく変化 した 。
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〈服装 5 ＞は、大人 っ ぽ くてす っ き りし、繊細で フ ァ ッ シ ョ ナブル で洗練 され、上品で 落ち着
きの ある個性的 な服装だ と評価 した 。 「図書館」を背景に す る とオ
ーソ ド ッ ク ス と平凡な方へ
変化がみ られ る が、それ以外 の 変化 は非 常に小 さ い 。 「街 中」で は地味 、 オ
ー
ソ ドッ ク ス 、や
ぼ っ た く平凡の 方 へ 大 き く変化した 。 「室内」で は地味 とオ
ーソ ドッ ク ス の 方 へ 「街 中」よ り
もやや大 き く変化した 。









































D　つ＋ ◆ 無 背 景
図一5　 服装 1 の イメ ージプロ フ ィール
　 3．3　 評定尺度間の関連性
　10対の 各尺度間の 相関係数 を求めた結果を表 2 に示す。に ぎや か ／落 ち着い た と 、 派 予／地
味 の 相関係数 はO．8014で 一番高い 相関 を示 し、以下大胆／繊細、個性的／平凡 、フ ァ ッ シ ョ ナ
ブル ／オ
ー
ソ ド ッ ク ス の 各尺度問で O．33以 Lの 相 関がみ られ 、 5対の 尺度で 1つ の まとまりが
み られた 。ま た E品／
．
ド品 と、す っ き り／ ごて ご て の 相 関係数 は 0．6304で 、洗練／や ぼ っ た い
と の 尺度 間で もO．5154、 洗練／や ぼ っ た い とす っ き り／ごて ごて はO．4546の 相関がみ られ、こ の
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表一2　評定尺度間の 相関係数





















3対の 尺度 もまと ま っ て お り、す べ て 1％水準 で有意性が認め られ、大 きく 2 つ の グ ル ープ に
分 かれ た。1つ は 「派手」の要素をもつ グ ル ープ と もう 1 つ は 「上品」の要素 をもつ グ ル ープ
で あ る 。 なお 、若々 しい ／大人 っ ぽ い と フ ォ ーマ ル ／ カ ジ ュ ア ル は どの 尺 度間で も相関は きわ
め て低 く、関連 は認 め られ なか っ た 。
　 3．4　 服装評価の各要素 に及 ぼす服 装お よび背景の影響
　服装評価に及ぼす服装および背景の 影響の 有意性 を調 べ るた めに、要因で ある 3種類の 背景
と 5種類の服装を独立変数と して 、各要素の評定平均値を各服装お よび各背景ごとに加算 して
求め た平均値 を用い て 二 元配置分散分析 を行 っ た。その 結果 を表 3 に 示す。
　第 1の 「派手」の 要素で は 、 「背景」、 「服装」の 主効果は O．1％水準 、 「背景」× 「服装」の 交
互作用に よる効果は 1％水準で有意性が認め られた。第 2の 「上 品」の 要素で は 「背景」、「服
装」の 主効果、「背景」× 「服装」の 交互作用 に よ る効果は い ずれ も0．1％ 水準で 有意性が認 め
られた 。 こ の 結果、服装の評価に は場面とな る背景が大き く関与 して い る こ とが確認された 。
　 3．5　 服装評価の 2要素か ら構成され る平面に評定平均 値をプ ロ ッ ト
　続 い て 5種類 の服装の 評価で 抽出 された第 1要素の 「派手」／ 「地味」 を横軸に、第 2要素
の 「上品」／ 「下品」を縦軸と した平面 に、背景別 に求め た平均値を服装ごとにプ ロ ッ トした
もの が図 6 で あ る 。
　 5種類の 服装の うち服装 1 、 2 、 5 が 「地 味」／ 「上 品」の 領域に布置 され 、 服装 3 、4 が 「派
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手」／ 「下品」の 領域に布置されて 、 5種類の 服装が は っ き りと 2分 された。次 に無背景の 服
装 D を基準に し て 3種類の 背景をと もな うこ とに よ り、服装評価が どの ように変化したか をみ
てみ る と、
〈服装 1＞は、「無背景」で は 5種類の 服装の 中で は一番 やや地味だ が上品な服装で あると評
価 されて い た の が場面 と な る背景が 「図書館」に な る とや や上 品の 方 へ 変化 し、「街 中」に な
る と下品で やや派手の 方向 へ 大 きく変化 し た 。 それに対 して背景が 「室内」の場面に な る と上
品な方向へ 大 きく変化 し、より上品 な服装に評価され た 。 こ の 服装 は背景に よる場面に よっ て
「上品」／ 「下品」の 軸で 変化 して い るの が特徴で あ る 。
〈服装 2＞は 、「無背景」で は服装 1ほ ど地味で もな く、上品 さも低 く、特徴の 弱い 服装と評
価 され、「図書館」が背景に なる とよ り特徴の 薄い方向に変化 し て 評価 され、「街中」も 「室内」
も同 じ程度に地味 さか ら遠 ざか る傾向を示 したが 、 こ の 服装は背景に よる影響は小 さ い 。
〈服装 3＞は 、「無背景」で は 「派手」で 「下品」の 領域 に布置 された。「図書館」を背景と し
た 場面で は 、 派手 でか な り下品の 方 向へ と背景の 変化 による影響が大 き く表れた。こ の服装に
関 して は 「街 中」、「室内」の 影響は小さい が 「図書館」の場面で は どの服装 よりも最 も適 さな
い 服装で あ るこ とが明 らか に な っ た。
〈服装 4 ＞は 「無背景」で は上 品で も下品で もな い が やや派手 な服装と評価 され た。しか し
「図書館」が背景 とな ると下 品な方向へ 評価が変化 した 。
一
方 「街中」が背景に な ると派手 さ
は弱 くな り 「室内」で は派手 さか ら離れ る方向に変化 し上 品の 領域 に ま で 入 っ て 好意的な評価
を受 けた の が特徴で ある。こ の服装も背景によ っ て 「上品」／ 「下 品」の 軸で影響を受けて い
るの がわか っ た。
＜服装 5 ＞は 「室 内1 で の 服装 1の 上品 さに は及ぼ な い が 、「無背景」の 上 品さで は 5種類の
服装の 中で
一
番で あ るが 「図書館」の 場 面で はほ とん ど変化はな く、「街 中」、「室内」で の場
面 になると上品 さは少 し弱ま っ て地味な方向へ 変化 した 。
4． 結 論
　本研究で は、服装の 評価 は衣服の 特性 と着用場面お よび衣服の特性 と着用場面の 相互作用が
影響を及ぼ して い るで あ ろ うと の 仮設の もとに、5 種類の 服装 に 3種類の 背景 を コ ン ピ ュ ータ
グ ラ フ ィ ッ ク ス を用 い て得 られた 合成画像の 提示試料に よ っ て測定 し、分析 して 次の ような結
論を得た 。
（1 ）選定 された 10対の 形容詞 を変数 と して相関係数を求めて 各尺 度間の 関連性 を検討 した と
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（2）服装評価の 各要素に及ぼ す服装お よび背景の 影響の 有意性 を調べ るた め に、5種類の 服
　　 装と 3種類の 背景を独立変数 と し て 、各要素の 評定平均値 を各服装お よび各背景ごとに
　　 加算 して 求 めた平均値 を用い て 二 元配置分散分析を行っ た と こ ろ 、 「派手」の 要素の 背
　　 景と服装の 主効果は0．1％水準、交互作用は 1％水準、「上品」の 要素は い ずれ も0．1％水
　　 準で 有意性が認め られ、背景が服装の 評価に影響を及ぼ し て い る こ とが確認され た 。
（3）第 1要素の 「派手」／ 「地味」を横軸に 、 第 2要素の 「上品／下品」を縦軸に と っ た平
　　 面に各服装毎の 評定平均値 をプ ロ ッ トし た結果、背景に よ っ て 各服装の 評定値 に差異が
　　 認め られたが、背景が変化 し て も比較的評定値の 動 きに差異の 少 な い もの もあり、服装
　　　に よ っ て 影響の 程度に差の あ る こ とがわ か っ た 。
（4）服装評価因子の 、「派手」／ 「地味」の 軸 は服装 を判別す るの に大 きく影響 を与 える軸
　　 で あるこ とがわか っ た 。 結果的 に赤 、ピ ン ク 等の 色みの 強 い ス ーツ が派手側 に 、ベ ージ ュ
　　 や うす紫等の ス ーツ や ニ ッ ト ・ア ン サ ン ブル の服装が地味側に布置された。色彩に よる
　　 影響も要因の
一
つ で あ ると思われ る 。
（5）服装評価因子の 「上品」／ 「下品1 の 軸は提示す る服装の 背景 の 違い によ っ て大 きな影
　　 響を与えて い る評価性の 軸で ある こ とが 明 らか に なっ た 。特に服装 1 、3 、4 に顕著に そ
　　 れが表れ た 。
　本研究を行 うに あた り、ご指導い た だきまし た鳴門教育大学の 藤原康晴教授 と調査、分析 に
ご協 力い た だ きま した池坊短期大学の 山田千賀子教授に深 く感謝 します。
　な お本研究の 概要は 、 1999年　日本繊維機械学会　第 52回　年次大会で 発表 し た。
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